
 付表２   傷病者発生時の対応マニュアル

※各連絡先電話番号

キャンパス
保健管理
センター・
保健室

守衛所 救急相談センター

内線 携帯電話 短縮ダイヤル ダイヤル回線

大岡山 2065 3119 03-5734-3119

＃7119
03-3212-2323

田町 8672 8532 03-3454-8532

すずかけ台 5107 5119 045-924-5119 045-232-7119

通報時の留意事項

あわてず、はっきり、正確に！

難しい言い回しや専門用語を避ける
特に化学物質について下記例を参照

＜ 良い例＞ フッ酸の1%水溶液が学生の服
の上に少量かかった。範囲は直径数㎝程
度で、皮膚に着いたかどうかはわからな
い。その後1時間して本人が体調不良を
訴えているので救急車を要請したい。

＜ 避けるべき例＞ 0.5M（注: mol/L、モル）
のフッ化水素が飛び散り、学生に掛かっ
た。救急車を要請したい。

（注：「モル濃度」が理解されないので、大量のフッ
化水素ガスを直接浴びた大事故と誤解される）
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